
第
2
次
朝
堂
院
東
朝
集
殿
地
域

東
朝
集
殿
跡
の
調
府

調
査
地
域
は、

第
2
次
朝
堂
院
東
朝
集
殿
の
一

郭
で
あ
る。

検
出
し
た
遺
構
は

建
物
基
壇
・
築
地
塀
認
よ
び
排
水
溝
な
ど
で、

こ
の
ほ
か
次
項
に
記
す
奈
良
時
代

以
前
の
溝
跡
ガ
基
壇
下
層
を
斜
め
に
通
っ
て
い
た。

調
査
の
結
果、

こ
の
小
士
壇
は
東
朝
集
殿
S
B
6000
の
基
壇
積
士
の
一

部
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た。

基
壇
積
士
は
東
西
約
16
m
、

南
北
約
34
m
の
長
方
形
の

2
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弟3図 陽明文庫本 平安宮大内裏図

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る。

柱
位
置
は
基
壇
上
部
が
す
で
に
削
平
さ
れ
て
い
て
判
ら

な
い
。

東
辺
部
で
は、

基
壇
積
土
の
東
縁
を
示
す
低
い
段
が
残
っ
て
い
る。

甚
壇

柏
土
の
周
辺、

と
く
に
北
・
西
・
東
辺
で
は、

凝
灰
岩
切
石
を
多
数
散
乱
し
た
状

態
で
検
出
し
た。

凝
灰
岩
切
石
は
完
形
に
近
い
も
の
を
数
個
残
す
ほ
か、

多
く
は

粉
砕
さ
れ
て
い
た。
一

部
に
艇
灰
岩
据
付
け
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た。

凝
灰
岩
散
乱
層
の
下
か
ら
基
壇
積
土
の
四
周
を
巡
る
小
溝
を
検
出
し
た。

小
溝

の
幅
は
約
20
cm
、

東
西
の
溝
間
距
離
は
約
1
50
m、

南
北
38.
5
m

で
あ
る。

某

壇
東
辺
で
は、

こ
の
小
溝
と
基
壇
積
土
の
東
縁
と
の
間
に、

幅
約
40
cm
の
帯
状
の

平
坦
な
部
分
が
あ
り、

こ
こ
に
地
覆
石
ら
し
い
凝
灰
岩
据
付
け
痕
跡
が
認
め
ら
れ

た。

北
辺
に
お
い
て
も
小
溝
の
内
側
に
同
様
の
痕
跡
が
あ
っ
た
が
幅
ぱ
一

定
し
て

い
な
い
。

基
壇
築
成
に
際
し
て
は、

掘
込
み
地
業
を
せ
ず、

虹
接
地
山
上
に
厚
さ
数
cm
の

粘
質
土
と
砂
質
土
を
交
互
に
盛
土
し
て
い
る。

10
cm
程
の
盛
土
を
お
こ
な
っ
て
か

ら
小
溝
を
巡
ら
し、

基
壇
の
規
模
を
設
定
し
て、

こ
の
中
に
さ
ら
に
盛
土
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る。

地
覆
石
は
ほ
ぼ
小
溝
の
内
側
に
沿
っ
て
据
え
ら
れ
た
と
推
定
さ

れ
る。基

壇
の
東
西
両
辺
の
各
2
カ
所
に
計
4
基
の
階
段
跡
を
検
出
し
た。

東
辺
南
階

段
に
は、

南
北
幅
約
4
m
、

東
西
幅
約
1.
1
m
の
基
壇
土
の
張
出
し
部
分
が
残
っ

て
お
り、

西
辺
で
は
こ
れ
と
対
応
ず
る
位
置
に
階
段
石
の
抜
取
り
跡
ら
し
い
小
溝

が
張
出
し
て
い
る。

東
辺
中
央
部
で
は
基
壇
土
の
張
出
し
が
わ
ず
か
に
残
さ
れ、

階
段
の
西
北
隅
の
地
覆
石
据
付
け
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る。

西
辺
北
階
段
に
は
北
西

隅
地
覆
石
に
相
当
す
る
凝
灰
岩
が
完
形
品
に
近
い
状
態
で
残
っ
て
い
る。

こ
れ
ら

4
基
の
階
段
の
他
に、

凝
灰
岩
散
乱
状
態
か
ら、

西
辺
中
央
部
と
東
辺
北
部
こ
も
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階
段
が
と
り
つ
い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
朝
集
殿
基
壇
は
、
東
西
約

E
m
、
南
北
約

ω
∞・印

m
の
長
方

形
平
面
を
も
ち
、
東
西
両
面
に
幅
約
4
m
の
石
階
段
、
が

3
基
ず
つ
、
計
6
基
と
り

つ
い
た
壇
上
積
基
壇
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
唐
招
提
寺
講
堂
は
平
城
宮
東
朝
集
殿
よ
り
移
建
さ
れ
た
も
の
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
同
講
堂
の
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
前
身
は
桁
行
9
問、

回

昭
和
必
年
度
平
城
宮
発
掘
調
査
概
報

0 5  1OM 

梁
行
4
問
、
切
妻
造
り
、
本
瓦
葺
き
の
南
北
棟
建
物
で
あ

り
、
桁
行
総
長
ピ
・

3
m
2
3尺
)
、
梁
行
総
長
ロ
・
日
目

m

(
品
目
・
∞
尺
)
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
前
身
建
物
を
、
今
回
の
発
掘
で
検
出
し
た
基
層
一
建
物

∞∞
8
0
0と
比
較
す
る
と
、
階
段
痕
跡
は
桁
行
の
中
央
間
と

両
端
か
ら
2
間
目
の
各
柱
聞
に
面
し
、
階
段
幅
は
柱
問
1
間

第48次調査実測図

分
と
し
て
よ
く
符
合
す
る
。
側
柱
心
か
ら
の
基
壇
の
出
は
南

面
及
び
北
面
で
H

・
吋
∞
m
(
6
尺
)
、
西
面
及
び
東
面
で
は

N
-
N
ω
m
(
ブ
印
尺
)
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

う
に
妻
の
部
分
で
基
壇
の
出
が
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
切

妻
造
り
建
物
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

こ
の
よ

第4図

て
今
回
の
調
査
は
、
東
朝
集
殿
を
唐
招
提
寺
に
移
建
し
た
と

す
る
説
を
強
く
裏
づ
け
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

延
宝
年
間
以
前
の
唐
招
提
寺
伽
藍
図
に
は
、
講
堂
に
土
府

が
と
り
つ
い
て
描
か
れ
て
お
り
、
院
講
堂
正
面
に
も
7
間
分

の
士
廟
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
寛
政
3
年
の
『
大
和
名
所

図
会
』
に
は
土
廟
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
延
宝
年

間
の
修
理
の
際
に
撤
去
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
平
城
宮
の
東

朝
集
殿
に
土
閥
、
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
、
問
題
に
さ
れ
て
き
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た
が
、
今
回
の
東
朝
集
殿
跡
の
調
査
で
は
そ
の
柱
据
跡
は
検
出
さ
れ
ず
、
朝
集
殿

建
物
に
は
土
廟
が
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

溝

ω
ロ
8
5は
北
か
ら
流
れ
て
き
て
、
朝
集
殿
基
層
一
の
西
北
隅
で
東
に
折
れ
、

基
清
一
北
辺
に
接
し
て
走
り
、
築
地
側
溝
に
合
流
し
て
更
に
南
へ
下
っ
て
い
る
。
築

地
∞
〉
包
∞
日
は
発
掘
地
区
の
東
端
に
検
出
さ
れ
た
。
築
地
の
東
側
は
後
世
に
撹

乱
さ
れ
不
明
で
あ
る
が
、
西
側
に
は
素
掘
り
の
側
溝
が
あ
る
。

築
地
の
下
層
か
ら
南
北
に
走
る
幅

8
1
8
m
の
溝
∞

M
8
8
を
検
出
し
た
。

こ
の
溝
の
南
延
長
上
に
は
溝
が
埋
め
ら
れ
た
の
ち
に
立
て
ら
れ
た
掘
立
柱
穴
列

∞
〉

g
g
を
4
間
分

(
1
問
日
尺
)
検
出
し
た
。

∞
〉
日

3
0
の
東
方
約
∞
・
M
m
に
南
北
方
向
の
築
地
基
底
と
み
ら
れ
て
い
る

∞
〉

g
gを
検
出
し
た
。
幅
約
N

・ω
日
m
、
深
さ
約
H
O

佃
の
掘
込
み
地
業
が
あ
り

築
地
の
両
側
に
側
溝
が
あ
る
。
こ
の
築
地
は
北
方
に
お
い
て
は
存
在
を
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
途
中
で
東
に
折
れ
ま
が
る
の
か
、
或
い
は
削
平
に
よ
っ
て
痕
跡
を
と

ど
め
な
く
な
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

出
土
遺
物
は
殆
ん
ど
が
屋
瓦
類
で
、
土
師
器
・
須
恵
器
な
ど
は
ご
く
少
量
で
あ

る
。
軒
瓦
で
は
軒
丸
瓦
定
自
型
式
が
立
・

H
M、
軒
平
瓦

g
∞
ω
型
式
が
お
・
日
%

で
大
多
数
を
占
め
、

S
N日
∞
∞
∞
ω
型
式
の
セ
ッ
ト
が
第
2
次
朝
堂
院
の
造
営
と

関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
た
。
な
お

S
N
U型
式
の
う
ち
大
型
の
も

の
S
N
N印
|
l
F
)

が
8
個
体
出
土
し
て
い
る
。

(
宮
本

長

二

郎

)

H 

古
墳
時
代
溝
出
土
の
遺
物

40 

1 

ω
ロ
8
8

E 

5 横かさ代溝のつ規いや溝見斜南た角すら
m 切られの ω 盛て模るか ω ししに支にる宮王子
、 つ東 7こ遺ロ士、な 0 なりたてむ丘はと造城

深て南〉構 8 を 低 削 宮傾。といかが、、営宮溝
さ い方溝面包おい平造斜 53こたつあ北第以の
1 た 向 は 下 も こ 部 ・ 営面。ろとてりか 2 前旧
m ~に発約、な分整に上はのい主ゆ、ら次の地
を不流 掘 40 まつに地あに 古うlるそ南朝地表
測 idれ区 cm た て は 地 た立こ墳。やのに堂形の
る 22てので奈いか業り地の時今か支張院を標

定お北検良るなに、しゅ代田に丘出の復高
空場 穴西出時 0 りよ大てるの発傾はしー原か

足型蛇
堆 t 行
積?こし
土 J な
は与が
、12 ら

砂よ朝
と話集
粘宮殿
土三基
の手壇
互 2 遺
層三構
か、、下
らぺ を
な幅斜
つ 4 め

て 1 に

理器露

第5同

器露

奈良時代盛土

古墳時代溝断而岡
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却 cm10 。

い
る
が
(
第
5
図
)
、
地
点
に
よ
っ
て
そ
の

堆
積
状
態
に
差
異
が
あ
る
。
土
層
の
数

は
最
も
明
瞭
に
観
察
で
き
る
と
こ
ろ
で

は
7
層
に
お
よ
び
、
遺
物
は
こ
の
各
層

か
ら
出
土
し
た
が
、
土
器
に
よ
っ
て
、

全
体
の
土
層
を
上
層
・
下
層
の

2
層
に

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

古墳時代溝下層出土の土師器

出
土
遺
物

∞ロ
8
8
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に

2 
は
、
多
量
の
士
器
(
土
師
器
・
須
恵
器
)

と
埴
輪
の
ほ
か
、
植
物
性
自
然
遺
物
な

ど
が
あ
る
。
上
層
か
ら
は
土
師
器
・
埴

輪
と
わ
ず
か
の
須
恵
器
、
下
層
か
ら
は

土
師
器
と
少
量
の
弥
生
式
土
器
が
出
土

し
、
木
器
は
こ
の
両
層
か
ら
出
土
し

た
。
こ
こ
で
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

第一 6図

紹
介
す
る
o

A

土
器
(
第
6
閃
)

大
多
数
を
占
め
る
の
は
古
墳
時
代
に

属
す
る
士
師
器
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
層

位
に
よ
り
、
明
ら
か
に
時
間
的
先
後
関

係
を
一
不
す
下
層
と
上
層
の
二
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
大
別
で
き
る
。
須
恵
器
・
埴
輪
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を
伴
出
し
た
上
層
の
土
器
群
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
宮
内
の
他
の
地
域
か
ら

も
出
土
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
特
に
下
層
の
土
器
群
に
つ
い
て
の
み
触
れ
る

こ
と
に
し
た
い
。

小
形
丸
底
壷
(
弟
6
悶
1
・
2
)

届
平
な
体
部
に
、
大
き
く
聞
く
口
縁
部
を
つ

け
た
土
器
で
あ
る
。
体
部
に
比
し
て
口
縁
の
広
が
り
が
大
き
く
、
や
や
尖
り
気
味

の
丸
底
を
も
つ
も
の
(
第
6
悶
2
)
が
大
多
数
を
占
め
る
。
他
に
平
底
に
近
い
も

の
、
わ
ず
か
に
く
ぼ
ま
せ
た
小
さ
な
平
底
の
も
の
が
あ
る
(
第
6
図
1
)
。
後
者
は

天
理
市
東
大
寺
山
古
墳
・
奈
良
市
マ
エ
塚
古
墳
出
土
の
石
製
地
と
酷
似
し
た
形
態

を
も
っ
て
い
る
。

小
形
杯
(
第
6
凶
5

)

2

段
に
屈
曲
し
て
外
反
す
る
口
縁
部
を
も
っ
浅
い
杯
で

あ
る
。
口
縁
部
の
屈
曲
が
著
し
い
も
の
(
第
6
図
5
)

と
ゆ
る
や
か
な
も
の
と
あ

る
。
内
面
の
底
が
よ
く
磨
り
減
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

小
形
器
台
(
第
6
凶
3
)

わ
ず
か
に
立
ち
上
り
の
み
ら
れ
る
浅
い
杯
部
と
、
ほ

と
ん
ど
直
線
的
に
下
外
方
へ
広
が
る
脚
部
と
か
ら
な
る
小
形
の
器
台
で
あ
る
。
杯

部
と
脚
部
と
の
間
に
貫
通
孔
は
な
い
。
脚
部
に

3
個
の
円
孔
を
穿
っ
て
い
る
。

高
杯
(
第
6
図
4
)

比
較
的
小
形
の
杯
部
と
、
下
外
方
へ
大
き
く
拡
が
る
脚

部
と
か
ら
な
る
。
杯
部
の
底
面
は
平
ら
で
、
外
面
に
段
が
つ
く
。
脚
部
は
杯
部
と

の
接
合
部
か
ら
そ
の
ま
ま
大
き
く
外
反
し
て
い
る
。

3
個
ず
つ
の
円
孔
を

2
段
に

穿
っ
て
い
る
。
高
杯
は
器
台
と
と
も
に
出
土
例
は
少
な
か
っ
た
。

壷
(
第
6
閃
6

・
7
)

球
形
あ
る
い
は
扇
平
な
器
体
に
外
方
へ
開
く
口
縁
を
つ

け
た
土
器
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
二
重
口
縁
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。
小
形
の
査
で
平

底
を
も
つ
も
の
が
あ
る
(
第
6
図
6
)
。
ほ
ぼ
全
面
に
わ
た
り
ス
ス
が
付
着
し
て
い

る。

一
筆
(
第
6
図
8
・
?
)
警
に
は
、

A
・
B
の
2
種
類
が
あ
る
。
そ
の
割
合
は
量

的
に
は
ほ
ぼ
等
し
く
、
概
算
印
個
体
分
ず
つ
あ
る
。
斐
A
は
、
丸
底
に
お
わ
る
球
形

の
体
部
に
、
内
毎
し
な
が
ら
ひ
ら
く
口
縁
部
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
(
第
6
図

8
1

斐

B
は
台
脚
付
き
斐
で
、
肩
の
張
っ
た
体
部
に

S
字
状
2
段
に
屈
曲
す
る
口
縁
部

を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
(
第
6
図
9
)
。
斐
A
・
B
の
い
ず
れ
も
器
面
一
面
に
ス
ス
が

付
着
し
て
い
る
。
一
斐
A
に
は
口
一
縁
端
が
内
側
に
肥
厚
す
る
も
の
(
第
6
凶
8
)
と、

し
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
量
的
に
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
器
面
に
タ
タ
キ
目
を
残

す
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
歪
B
は
い
わ
ゆ
る

S
字
状
口
縁
土
器
と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
体
部
が
無
果
花
形
に
近
く
、
台
脚
部
内
面
の
下
端
に
折
り
返
し
た

よ
う
な
帯
状
部
を
作
り
、
体
部
か
ら
脚
部
に
か
け
、
粗
く
深
い
ハ
ケ
目
を
施
し
、

肩
部
に
数
本
の
横
線
を
施
す
と
い
う
細
部
の
特
徴
に
い
た
る
ま
で
、
東
海
地
方
を

中
心
に
東
日
本
に
分
布
す
る
斐
と
極
め
て
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
な
お
歪
B
に
は

高
さ
却
価
以
上
の
大
形
品
(
絵
6
図
9
)
、
げ

m
前
後
の
中
形
品
、
ロ

m
前
後
の
小

形
品
の

3
種
が
あ
る
。

以
上
述
べ
た
∞
ロ

8
8
下
層
出
土
の
土
器
は
広
義
の
布
留
式
に
含
ま
れ
る
も

の
で
あ
り
、
類
似
す
る
土
器
は
、
畿
内
に
お
い
て
は
大
阪
府
柏
原
市
船
橋
遺
跡

(註

3

)

(

註
4
)

K
l
i
地
点
下
層
)
、
大
阪
府
東
大
阪
市
小
若
江
北
遺
跡
に
、
ま
た
畿
外
で
は
、

(註
5
)

岡
山
県
笠
両
市
高
島
遺
跡
(
王
泊
第
五
層
)
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

時
間
的
に
近
い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
∞
ロ

8
8
下
層
の
土

器
は
、
小
若
江
北
遺
跡
の
土
器
よ
り
も
古
い
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
日

本
的
な

S
字
状
口
縁
土
器
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
は
、
畿
内
に
お
い
て
は
新
し
い

事
実
で
あ
っ
て
、
今
後
の
畿
内
の
土
器
研
究
に
重
要
な
問
題
を
提
起
し
た
と
い
え

よ
う
。
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B

輸

植
輸
は
す
べ
て
上
回
か
ら
出
土
し
た
。
破
片
ば
か
り
で
完
形
を
保
つ
も
の
は
全

く
な
か
っ
た
が
、
形
状
の
わ
か
る
も
の
を
列
記
す
る
と
、
円
筒
埴
輸
の
ほ
か
、
盾
・

蓋
・
甲
の
草
閥
抗
・
頭
部
に
一
本
の
角
を
も
っ
動
物
か
と
も
み
れ
ら
る
も
の
な
ど
、

器
材
・
形
象
埴
輪
、
が
あ
る
。

な
お
、
東
朝
集
殿
の
西
側
の
築
地
跡
付
近
で
、
土
境
∞
凶
き
ω
印
(
長

5
0四

一
川
町
佃
深
さ

m
m
)
を
検
出
し
た
。
土
境
内
に
は
縦
割
り
に
し
た
円
筒
一
四
一
輪

3
1

4
個
体
分
を
重
な
っ
て
い
る
状
態
で
見
い
出
し
た
(
若
7
閃
)

D

円
筒
埴
輸
を
蓋
と

し
て
用
い
た
士
峨
基
と
川
心
わ
れ
る
。

j誼

昭
和
必
年
度
-
必
l

城
宮
発
掘
調
査
概
部

C

器
(
口
絵
1
1
9
)

出
土
し
た
木
器
・
木
材
は
か
な
り
の
量
に
達
す
る
が
、
用
途
の
推
定
で
き
る
も

の
を
便
宜
上
、
工
具
・
農
具
・
什
器
・
建
築
部
材
な
ど
に
わ
け
で
記
述
す
る
。
こ

れ
ら
は
、
上
・
下
両
層
に
お
い
て
形
態
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、

こ
こ
で
は
一
括
し
て
扱
い
、
そ
の
代
表
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

木

円筒埴輸を用いた士峨墓

日六

千
斧
の
柄
(
口
絵
1
・
2
)

柄
部
と
刃
先
を
着
装
す
る
台
部
か
ら
な
っ
て
お

り
、
木
の
幹
を
台
部
に
枝
を
柄
部
に
つ
く
る
。
今
、

2
例
を
紹
介
す
る
。
第
1
例

(
川
絵
2
)
は
、
台
部
の
先
端
を
削
っ
て
、
鉄
斧
の
袋
部
を
挿
入
す
る
た
め
の
茎
を

作
り
出
し
て
い
る
。
全
長
日
0

・
品
価
。
第
2
例
(
口
絵
1
)
の
作
り
は
第
1
例
同
様
で

あ
る
が
、
台
部
は
や
や
長
く
、
外
面
は
平
ら
に
削
っ
て
い
る
。
台
部
の
頭
や
内
両

に
長
方
形
の
刃
先
を
縛
り
つ
け
た
圧
痕
が
み
ら
れ
る
。
現
長
印
個
。

鎌
の
柄
(
日
絵
9
)

棒
状
を
な
し
、
上
端
か
ら

5
m
ほ
ど
の
切
り
込
み
を

入
れ
て
い
る
。
鎌
の
刃
な
ど
を
着
装
す
る
柄
で
あ
ろ
う
。
長
さ
ピ
-
M

倒。

由
民
日
六

a 

工

b 

;XP図

鋤
(
口
絵
3
)

鋤
に
は
、
身
と
長
柄
と
を
一
木
で
作
っ
た
も
の
と
、
身
を

別
作
り
の
柄
に
着
け
て
用
い
る
も
の
の

2
種
類
、
が
あ
る
。
前
者
に
は
ス
コ
ッ
プ
形

の
身
に
、

T
字
形
の
把
手
を
作
り
出
し
た
長
い
柄
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
口
絵
3

は
後
者
の
例
で
あ
る
。
身
は
舟
形
を
呈
し
、
棒
状
の
着
柄
部
を
作
り
出
し
た
も

の
。
身
の
上
端
の
左
右
に
は
、
柄
に
固
定
す
る
紐
を
う
け
る
た
め
の
突
起
を
作
っ

て
い
る
。
長
さ
邑
・
∞
価
。

鋤
状
木
器
(
口
絵
4
)

形
態
上
、
鋤
に
似
て
い
る
木
器
で
あ
る
。
偏
平
な

柾
口
板
を
用
い
、
二
又
の
身
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
着
柄
部
は
身
部
に
移
行
す
る
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に
つ
れ
幅
を
増
し
、
移
行
部
で
両
側
か
ら
扶
り
を
入
れ
て
突
起
を
つ
く
っ
て
い

る
。
長
さ
日
・
∞
価
。

鍬
(
口
絵
7

)

2

種
類
の
鍬
が
あ
る
。
そ
の
第
1
種
は
、
援
形
の
板
材
を

も
ち
い
て
、
着
柄
孔
を
穿
っ
た
だ
け
の
平
鍬
で
あ
る
。
身
に
た
い
し
て
約
己
O

度

の
角
度
で
柄
を
つ
け
る
。
鉄
製
の
刃
先
を
着
装
し
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
長

さ
N

∞
・
品
。
そ
の
第
2
種
は
援
形
の
板
材
の
上
縁
、
お
よ
び
両
側
縁
に
孤
形
の
扶

り
を
入
れ
た
形
態
の
も
の
で
あ
る
(
口
絵
7〉
0

身
の
中
央
に
舟
形
の
隆
起
部
を

つ
く
り
、
身
に
た
い
し
て
約
お
O

度
の
角
度
で
着
柄
孔
を
穿
っ
て
い
る
。
刃
部
ち

か
く
に
は
、
横
方
向
に
の
び
る
別
の
隆
起
帯
を
つ
く
り
、
こ
の
部
分
で
鉄
の
刃
先

を
着
装
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
裏
面
に
は
着
柄
孔
の
上
側
に
、
横
方
向
の
く
り

こ
み
が
あ
る
。
こ
の
く
り
こ
み
は
底
を
広
く
し
た
「
蟻
じ
ゃ
く
り
」
の
形
状
を
な

す
。
横
木
を
い
れ
て
縦
割
れ
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
長
さ
N

∞
-
m
m
。

え
ぶ
り
形
木
器
(
口
絵
5
)

隅
丸
長
方
形
の
薄
手
の
板
材
を
横
木
に
と
り
、

そ
の
長
辺
を
刃
に
作
る
。
中
央
部
に
着
柄
孔
を
設
け
る
。
身
の
上
端
近
く
の

2
孔

は
柄
を
さ
さ
え
る
材
を
挿
入
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
破
損
後
も
使
用
し
た

ら
し
く
、
補
修
孔
が
あ
る
。
最
大
径

ω
∞-
N

価。

田
下
駄
(
口
絵
7
)

長
方
形
の
板
材
を
も
ち
い
、
爪
先
側
の
一
方
の
角
を
お

と
し
て
隅
丸
に
整
形
し
て
い
る
。
三
つ
の
鼻
緒
孔
を
あ
け
て
い
る
。
前
の
鼻
緒
孔

は
内
側
に
寄
っ
て
い
る
。
歯
は
な
い
。
長
さ
凶
-
H
m
o

そ
の
ほ
か
、
農
具
に
属
す

る
も
の
と
し
て
は
、
掘
巾
中
(
ふ
ぐ
し
)
状
木
器
・
日
・
杵
・
耐
・
槌
・
木
樺
な
ど

が
あ
る
。

生
活
用
具

案
形
木
器
(
口
絵
8
)

平
面
長
方
形
の
浅
い
皿
状
部
と
脚
部
と
を
、
一
木

で
作
り
出
し
た
木
器
で
あ
る
。
皿
状
部
の
長
辺
は
た
ち
お
と
し
て
い
る
が
、
短
辺

に
は
、
斜
め
上
に
立
ち
あ
が
る
縁
を
作
る
。
脚
部
は
皿
状
部
の
長
辺
に
沿
っ
て
お

り
、
下
辺
を
弧
状
に
扶
り
込
ん
で
作
っ
て
い
る
。

2
列
の
脚
部
の
う
ち

1
列
は
欠

失
L
て
い
る
。
こ
の
案
に
似
た
形
態
の
も
の
は
、
古
墳
出
土
の
石
製
案
に
実
例
が

あ
る
。
長
辺
の
長
さ
品
・
問
団
高
さ
ア
∞
価
。
以
上
の
ほ
か
に
出
土
し
た
生
活
用
具
に

は
、
櫛
・
火
鑓
臼
・
槽
形
木
器
・
容
器
な
ど
が
あ
る
。
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C 

建
築
部
材

建
築
部
材
と
思
わ
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
梯
子
・
板
材
・
丸
太
柱
材
な
ど
が
あ

る
。
梯
子
に
は
、
丸
太
材
の
側
面
に
足
か
け
を
作
り
出
し
た
だ
け
の
一
木
作
り
の

も
の
の
ほ
か
に
、
平
行
す
る

2
本
の
棒
の
聞
に
横
木
を
わ
た
し
て
縛
っ
た
も
の
も

あ
る
。
板
材
の
う
ち
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
妻
の
壁
板
と
推
定
さ
れ
る
出
土

品
で
あ
る
。

d 

(安

達

厚

一
一
)

1 

註八
賀
晋
「
平
城
宮
造
営
以
前
の
地
形
に
つ
い
て
」
大
和
文
化
研
究
一
一
七
号
、
一
九
六
八

金
関
恕
「
東
大
寺
山
古
墳
の
発
掘
調
査
」
大
和
文
化
研
究
五
五
号
、
一
九
六
二

原
口
正
三
・
田
中
琢
・
田
辺
昭
三
・
佐
原
真
『
河
内
船
橋
遺
跡
出
土
遺
物
の
研
究

ω』

大
阪
府
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
一
輯
、
一
九
六
二

坪
井
清
足
『
岡
山
県
笠
岡
市
高
島
遺
跡
調
査
報
告
』
、
一
九
五
六

前
掲
書
4

2 3 4 5 
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